
　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
春
暖
の

候
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字

は
「
絆
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

忘
れ
も
し
な
い
昨
年
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
・
福
島
原

発
事
故
と
そ
の
後
の
放
射
能

問
題
、
加
え
て
夏
場
台
風
に
よ

る
記
録
的
な
降
雨
量
で
の
大

水
害
等
々
、
被
災
さ
れ
た
皆
様

へ
日
本
各
地
か
ら
そ
し
て
世

界
各
国
か
ら
「
ガ
ン
バ
レ
東
日

本
・
ガ
ン
バ
ロ
ー
日
本
」
を
合

言
葉
に
助
け
合
い
運
動
が
拡

が
り
愛
の
手
が
差
し
の
べ
ら

れ
ま
し
た
。
正
に
人
と
人
と
の

「
絆
」
が
象
徴
さ
れ
た
光
景
が

各
所
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
母
校
は
今
年
創
立
76

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
３
月
１

日
（
木
）
に
無
事
高
校
の
卒
業

式
を
終
了
し
２
２
８
名
の
新

入
会
員
第
64
期
生
が
同
窓
会

入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
学
年
の
皆
様
は
文
化
祭

の
名
称
を
従
来
の
プ
ラ
タ
ナ

ス
祭
か
ら
「
鈴
掛
祭
」
へ
と
新

た
な
第
一
歩
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
世
代
で
す
の
で
、
同
窓
会

で
も
新
し
い
１
ペ
ー
ジ
を
開

い
て
く
れ
る
の
で
は
？　

と

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

話
が
前
後
し
ま
す
が
２
月

18
日
（
土
）
第
27
回
法
政
大
学

付
属
高
校
同
窓
会
役
員
懇
親

会
が
我
が
校
の
当
番
幹
事
で

盛
況
裡
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
付
属
校
校
長
・
副
校
長
・
事

務
長
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
席
上
最
近
の
法
政
大

学
の
ス
ポ
ー
ツ
の
低
迷
が
話

題
と
な
り
ま
し
た
。
ご
来
賓
の

法
政
大
学
徳
安
常
務
理
事
よ

り
、
大
学
で
も
「
明
日
の
法
政

を
創
る
」
審
議
会
で
対
策
が
検

討
さ
れ
「
付
属
校
改
革
・
高
大

連
携
作
業
部
会
」
が
設
置
さ
れ

て
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
文
武

両
道
付
属
に
大
い
に
期
待
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
と
の

事
。

　

今
更
な
が
ら
の
威
は
あ
る

も
の
の
、
東
京
６
大
学
の
中
で

は
Ｗ
大
・
Ｋ
大
・
Ｍ
大
等
付
属

校
出
身
者
が
大
学
で
も
活
躍

し
て
い
る
姿
を
見
せ
つ
け
ら

れ
る
と
、
法
政
も
付
属
高
か

ら
？　

い
や
付
属
中
？
か
ら

優
秀
な
学
生
を
育
成
し
て
い

か
な
け
れ
ば
! !　

と
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
指

導
者
も
し
っ
か
り
し
て
欲
し

い
! !　

ス
ポ
ー
ツ
Ｏ
Ｂ
氏
の

一
言
も
付
け
加
え
て
お
き
ま

す
。

　

昨
年
６
月
19
日
（
土
）
３
年

に
１
回
開
催
の
第
20
回
総
会

を
法
政
大
学
か
ら
増
田
寿
男

総
長
・
校
友
連
合
会
か
ら
岡
田

安
弘
副
会
長
を
お
招
き
し
て

市
ヶ
谷
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
於

い
て
開
催
致
し
、
新
し
い
ス

タ
ッ
フ
で
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

し
た
。
11
月
に
は
念
願
で
あ
り

ま
し
た
名
簿
も
広
報
委
員
会
・

名
簿
委
員
の
努
力
で
、
個
人
情

報
問
題
を
ク
リ
ア
し
た
「
鑑
」

を
12
年
ぶ
り
に
発
刊
致
し
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ

共
ご
利
用
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、今
年
も
「
同
窓
会
憲
章
」

を
共
通
理
念
と
し
て
、
組
委

員
・
ク
ラ
ブ
委
員
の
責
任
の
明

確
化
、
会
員
の
顕
在
化
、
年
会

費
振
り
込
み
の
増
強
と
財
政

の
安
定
、
会
報
の
定
期
刊
行
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
普
及
、
学
校

行
事
と
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
応

援
、
約
２
４
０
０
０
名
会
員
住

所
明
確
化
、
法
政
大
学
校
友
連

合
会
並
び
に
付
属
校
同
窓
会

と
の
連
携
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
法
政

プ
ラ
タ
ナ
ス
会
と
の
交
流
、
毎

年
11
月
下
旬
開
催
の
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
増
員
対
策

等
、
年
間
を
通
し
て
取
り
組
ん

で
行
く
行
事
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

又
、
同
窓
会
各
委
員
会
の
活

動
が
活
発
化
し
て
き
ま
し
た

の
で
財
政
状
況
が
逼
迫
し
て

お
り
ま
す
。
ま
ず
第
一
は
年
会

費
の
振
り
込
み
増
強
で
す
が
、

こ
こ
数
年
一
般
年
会
費
の
収

入
は
横
這
い
で
す
。
現
在
一
番

支
出
の
大
き
い
会
報
発
行
を

来
年
停
止
す
る
か
、
年
会
費
を

納
め
た
会
員
の
み
送
付
す
る

か
、
検
討
が
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
か
ら
良
き
対
策
が
あ

れ
ば
ご
提
示
い
た
だ
け
れ
ば

幸
甚
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
今
年
も「
明
る
く
・

楽
し
く
・
元
気
良
く
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
ご
活
躍
さ
れ
る
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

「
法
政
」の「
絆
」を
大
切
に

同
窓
会  

会
長　
　

岩
村　

元
雄
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学
校
は
、「
教
科
教
育
」
と
「
生
活

指
導
」
が
両
輪
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
わ

け
て
も
「
教
科
教
育
」
が
重
要
で
す
。

ま
た
入
口
か
ら
出
口
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、「
入
試
」
と
「
進
路
」
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。「
教
科
」「
生
活
」「
入
試
」

「
進
路
」
の
４
分
野
が
し
っ
か
り
と
し

た
学
校
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
、
中
学
３
年
生
４
ク
ラ

ス
全
員
の
校
長
面
接
、
そ
し
て
専
任
の

先
生
方
全
員
と
も
積
極
的
に
個
別
面
談

を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
校
の
教

師
集
団
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
団
結
が
強

ま
れ
ば
、
さ
ら
に
学
校
は
飛
躍
す
る
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
前

進
も
そ
う
し
た
環
境
の
中
で
実
現
し
て

い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
教
師
と
い
う
人
格

の
中
に
、「
教
科
教
育
の
力
」、「
生
活

指
導
の
力
」、
そ
し
て
「
学
校
を
つ
く

る
力
」
が
育
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
教
育

づ
く
り
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
そ
の

３
つ
の
力
を
伸
ば
す
た
め
に
教
師
は

大
い
に
研
鑽
を
積
ま
な
い
と
い
け
な

い
の
で
す
が
、
日
々
の
教
育
活
動
の
中

で
チ
ー
ム
と
し
て
の
問
題
解
決
能
力
・

教
育
力
量
の
向
上
を
は
か
り
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
よ
い
教
師
集
団
を
つ
く
り

あ
げ
る
こ
と
、
そ
う
し
た
中
で
個
人
の

力
量
も
伸
ば
さ
れ
て
い
く
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
同
窓
会
の
方
々
と
の
交
流

も
教
師
を
育
て
る
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

人
間
の
認
識
は
一
面
的
で
あ
る
こ
と

を
免
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
教
師
と
い
え

ど
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
不
十
分
さ
や
誤
謬
か
ら
逃
れ
る
た
め

に
は
、
討
論
や
、
理
性
的
・
建
設
的
批
判

が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
重
要
な
こ

と
は
、
対
話
で
あ
り
討
論
で
す
。
対
話
に

お
い
て
は
論
駁
で
は
な
く
、
一
致
点
の

発
見
に
よ
る
合
意
形
成
。
止
揚
の
論
理

と
寛
容
の
倫
理
。
広
範
な
人
々
の
間
で

の
対
話
が
現
実
的
な
力
に
な
り
ま
す
。

　

法
政
大
学
の
建
学
の
精
神
は
自
由
と

進
歩
で
あ
り
、
法
政
高
校
の
学
風
は
自

主
自
律
で
あ
り
ま
す
。
自
主
的
・
批
判

的
能
力
の
育
成
、
す
な
わ
ち
自
分
の
頭

で
考
え
、
自
分
の
頭
で
判
断
し
、
自
分

の
頭
で
行
動
で
き
る
人
間
を
本
校
が
め

ざ
し
て
い
る
所
以
で
す
。
自
主
的
・
批

判
的
能
力
形
成
の
重
要
性
を
強
調
し
す

ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
０
年
度
は
「
安
全
・
安
心
」、

２
０
１
１
年
度
は
「
信
頼
と
共
同
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
学
校
再
生
・
教
育
再

生
の
取
り
組
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
度
は
、
こ
う
し
た
「
安
全
・

安
心
」「
信
頼
と
共
同
」
を
さ
ら
に
確

か
な
も
の
に
し
な
が
ら
、
輝
か
し
い
法
政

中
高
を
実
現
す
る
た
め
の
そ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
度
の
体
制
で
す
が
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
校
長
と
し
て
私
飯

田
が
、
副
校
長
と
し
て
友
松
利
英
子
・

鈴
木
た
つ
み
両
名
が
任
に
あ
た
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
26
日
（
土
）、
92
名
の
出
席
者

が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
卒
業
生
と
本
校
Ｏ
Ｂ
教
員
に

よ
る
座
談
会
「
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
」

を
企
画
し
、「
昔
の
校
舎
の
様
子
や
、

教
育
指
導
に
対
す
る
思
い
を
諸
先
生

か
ら
改
め
て
伺
い
感
慨
深
か
っ
た
」
等

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｂ
教
員
か
ら
は
、
戦
後
の
貧
し
い

時
代
も
「
温
か
い
人
間
関
係
」
が
あ
り

「
教
員
が
熱
心
に
議
論
」
し
た
こ
と
や
、

「
生
徒
募
集
の
た
め
学
校
回
り
を
し
た

時
期
も
あ
る
が
、
ど
ん
な
に
苦

し
く
て
も
学
校
は
授
業
、
教
育

と
研
究
で
立
て
直
そ
う
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
元
、
保
護
者
と

と
も
に
学
校
づ
く
り
を
し
た
」

と
い
っ
た
経
験
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

懇
親
会
で
も
様
々
な
世
代
の

卒
業
生
が
活
発
に
意
見
を
交
わ

し
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

「
安
全
・
安
心
」「
信
頼
と
共
同
」を

確
か
な
も
の
に
し
て
飛
躍
を

法
政
大
学
高
等
学
校　
　
　
　

校　

長　
　

飯
田　

亮
三

よ
き
師
よ
き
友
、
集
い
結
べ
り

実
行
委
員
長　
　

松
浦　

麻
紀
子

〔
平
成
23
年
〕

4
月
6
日
（
火
）
法
政
大
学
中
学
・
高
等
学

校
入
学
式
に
役
員
出
席

4
月
16
日
（
土
）
臨
時
役
員
会

4
月
29
日
（
金
）
春
季
高
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
兼
関
東
大
会　

役
員
観
戦

5
月
28
日
（
土
）
同
窓
会
会
報
「
進
取
」
第

36
号
発
行

6
月
4
日
（
土
）
法
政
プ
ラ
タ
ナ
ス
会
総
会

役
員
出
席

法
政
大
学
第
二
高
等
学
校
同
窓
会
総
会　

役
員
出
席

6
月
12
日
（
日
）
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会　
第
44
回

定
期
演
奏
会　

役
員
観
賞　

金
一
封
贈
呈

6
月
19
日
（
日
）
法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓

会
総
会
開
催
（
於	

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷　

出
席
者
：
172
名
）

7
月
14
日
（
木
）
第
93
回
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
西
東
京
大
会
に
法
政
高
校
出
場

同
窓
会
役
員
多
数
応
援
に
参
加
、
野
球
部

父
母
会
に
金
一
封
贈
呈

7
月
23
日
（
土
）
第
一
回
同
窓
会
役
員
会

8
月
10
日
（
水
）
松
永
怜
一
先
生
、学
校
長
、

同
窓
会
長
と
の
対
談

8
月
16
日（
火
）平
成
23
年
度
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会　

第
7
地
区
予
選
一
回

戦　

役
員
観
戦　

金
一
封
贈
呈

8
月
18
日（
木
）平
成
23
年
度
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会　

第
7
地
区
予
選
二
回

戦　

役
員
観
戦

8
月
26
日
（
金
）
２
０
１
１
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
日
本
選
手
権
大
会

に
法
政
高
校
出
場　

役
員
応
援　

金
一
封

贈
呈

9
月
2
日
（
金
）
臨
時
役
員
会

9
月
11
日
（
日
）
平
成
23
年
度
全
国
高
校

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

東
京
都
予
選
に
法
政
高
校
出
場　

役
員
観

戦　

金
一
封
贈
呈

秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会
一
次
予

選
に
法
政
高
校
出
場　

役
員
観
戦

　

平
成
23
年
度
事
業
報
告
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9
月
18
日
（
日
）
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野

球
大
会
一
次
予
選　

役
員
観
戦

9
月
24
日
（
土
）
法
政
大
学
中
学
高
等
学
校

文
化
祭
を
役
員
多
数
見
学

第
二
回
同
窓
会
役
員
会

10
月
2
日
（
土
）
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野

球
大
会
に
法
政
高
校
出
場　

役
員
観
戦

10
月
21
（
金
）・
22
（
土
）・
23
日
（
日
）

校
友
連
合
会
鹿
児
島
大
会
に
役
員
出
席

10
月
23
日
（
日
）
秋
季
高
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会　

新
人
戦　

役
員
観
戦

10
月
26
日
（
水
）
法
政
プ
ラ
タ
ナ
ス
会
秋
季

バ
ス
旅
行
に
役
員
参
加
（
川
越
方
面
へ
）

10
月
30
日（
日
）秋
季
東
京
都
高
等
学
校
サ
ッ

カ
ー
大
会　

新
人
戦
一
回
戦　

役
員
観
戦

11
月
3
日（
木
）秋
季
東
京
都
高
等
学
校
サ
ッ

カ
ー
大
会　

新
人
戦
二
回
戦　

役
員
観
戦

11
月
20
日
（
日
）
秋
季
高
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会　

新
人
戦　

役
員
観
戦

11
月
26
日
（
土
）
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
参
加

同
窓
会
名
簿
に
代
わ
る
記
念
誌
「
鑑

2011

」
発
刊

11
月
27
日
（
日
）
三
鷹
市
民
駅
伝
大
会
に
陸

上
競
技
部
出
場　

役
員
応
援　

ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
贈
呈

12
月
3
日
（
土
）
法
政
プ
ラ
タ
ナ
ス
会
忘
年

会　

役
員
出
席

〔
平
成
24
年
〕

1
月
20
日
（
金
）
新
年
役
員
顔
合
わ
せ
会

1
月
26
日
（
土
）
校
友
連
合
会
オ
ー
ル
法
政

新
年
を
祝
う
会　

役
員
出
席

2
月
18
日
（
土
）
第
27
回
付
属
校
同
窓
会
役

員
懇
親
会

於　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ　

出
席
者
：
75
名

臨
時
役
員
会

2
月
29
日
（
水
）
新
卒
ク
ラ
ス
委
員
へ
の
同

窓
会
説
明
会

予
算
委
員
会

3
月
1
日
（
木
）
法
政
大
学
高
等
学
校
卒
業

式
に
役
員
出
席

3
月
24
日
（
土
）
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会　
第
45
回

定
期
演
奏
会　

役
員
観
賞　

金
一
封
贈
呈

3
月
31
日
（
土
）
法
政
プ
ラ
タ
ナ
ス
会　

健

康
お
料
理
教
室　

役
員
参
加

　

鈴
掛
祭
と
い
う
新
し
い
名
称

の
下
で
、
法
政
高
校
文
化
祭
の

実
行
委
員
長
と
し
て
舞
台
に
立

つ
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
、

文
化
祭
実
行
委
員
の
皆
が
支
え

て
く
れ
て
で
き
た
こ
と
で
す
。

協
力
し
て
く
下
さ
っ
た
先
生
方

に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
文
化
祭
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
今
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
」
で
す
。
こ
れ
は
、
昨
年

３
月
11
日
に
起
き
た
未
曾
有
の

大
震
災
の
際
に
考
え
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
で
す
。
人
は
一
人
じ
ゃ

何
も
で
き
な
い
。
し
か
し
協
力

し
合
え
ば
な
ん
で
も
で
き
る
と

い
う
思
い
で
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
セ

プ
ト
の
下
に
、
今
年
は
文
化
祭

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
新
し
い

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
道
（
た
ど

る
）」
で
す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
道
が
あ
る
け
れ

ど
、
道
は
つ
な
が
っ
て
い
て
、

助
け
合
わ
な
く
て
は
生
き
て
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
決
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
の
文
化
祭
で
得
た
団
結

力
、
達
成
感
が
今
後
の
人
生
に

少
し
で
も
役
立
て
ら
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。
今
年
の
文
化
祭
は

集
客
数
も
上
回
り
、
盛
況
の
も

と
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
わ
っ
て
く
れ
た
全
て
の
方
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

「
文
化
祭
を
振
り
返
っ
て
」

文
化
祭
実
行
委
員
長　

杉
山  

了
伍

法政大学高等学校同窓会　平成22年度収支決算書 法政大学高等学校同窓会　平成23年度収支予算書
（22.4.1 ～ 23.3.31） （23.4.1 ～ 24.3.31）

　　　　　　　収入の部 （単位　円） 　　　　　　　収入の部 （単位　円）
科　　　目 科　　　目

款 項 予算額 決算額 差　異 備　考 款 項 前年実績 予算額 備　考
繰越金 3,245,445 3,245,445 0 繰越金 3,245,445 2,783,078
会　費 4,750,000 3,832,310 △917,690 会　費 3,832,310 6,680,000
（イ） 入 会 金 1,610,000 1,596,000 △14,000 新入会員入会金7,000円×228名 （イ） 入 会 金 1,596,000 1,631,000 新入会員入会金7,000円×233名
（ロ） 新入会員年会費 690,000 684,000 △6,000 新入会員年会費3,000円×228名 （ロ） 新入会員年会費 684,000 699,000 新入会員年会費3,000円×233名
（ハ） 年会費・寄付 2,100,000 1,468,310 △631,690 既会員年会費振込等 （ハ） 年会費・寄付 1,468,310 2,100,000 年会費振込等　3,000円×700名
（ニ） その他会費 350,000 84,000 △266,000 クラス委員総会会費 （ニ） その他会費 84,000 2,250,000 同窓会総会会費・新年会会費補助等
雑収入 50,000 19,098 △30,902 グッズ売上・預金金利等 雑収入 19,098 50,000 グッズ売上・預金金利等

計 8,045,445 7,096,853 △948,592 計 7,096,853 9,513,078
経常収入 4,800,000 3,851,408 経常収入 3,851,408 6,730,000

　　　　　　　支出の部 （単位　円） 　　　　　　　支出の部 （単位　円）
科　　　目 科　　　目

款 項 予算額 決算額 差　異 備　考 款 項 前年実績 予算額 備　考
経常費 1,908,000 1,535,363 372,637 経常費 1,535,363 2,210,000
（イ） 学校協力費 640,000 558,141 91,859 学校行事・生徒部活動援助 （イ） 学校協力費 558,141 640,000 学校行事・生徒部活動援助
（ロ） 会 議 費 130,000 44,358 85,642 会議諸経費 （ロ） 会 議 費 44,358 130,000 会議諸経費
（ハ） 組織活動費 600,000 425,460 174,540 校友連合会年会費・各種広告費 （ハ） 組織活動費 425,460 800,000 校友連合会年会費・各種広告費・各会参加費
（ニ） 印 刷 費 120,000 0 12,000 （ニ） 印 刷 費 0 10,000
（ホ） 通 信 費 650,000 35,935 29,065 会議開催通知・後納郵便料 （ホ） 通 信 費 35,935 80,000 会議開催通知・後納郵便料
（ヘ） 人 件 費 300,000 300,000 0 事務局手当 （ヘ） 人 件 費 300,000 300,000 事務局手当
（ト） 事務用品費 36,000 38,142 △2,142 PC等事務用品費 （ト） 事務用品費 38,142 50,000 PC等諸事務用品
（チ） 雑 費 125,000 133,327 △8,327 振込手数料・慶弔費等 （チ） 雑 費 133,327 200,000 振込手数料・慶弔費等
事業費 2,450,000 2,238,412 211,588 事業費 2,238,412 4,340,000
（イ） 会報発行費 1,950,000 1,899,663 50,337 同窓会報発行費用・写真現像・プリント代 （イ） 会報発行費 1,889,653 1,940,000 同窓会報発行費用・写真現像・プリント代
（ロ） Ｈ Ｐ 費 用 200,000 117,882 82,118 HP費用・プロバイダー料・インターネット接続 （ロ） Ｈ Ｐ 費 用 117,882 300,000 HP費用・プロバイダー料・インターネット接続
（ハ） 委員総会費 300,000 220,867 79,133 クラス委員総会・新年顔合わせ会補助他 （ハ） 総会・委員総会費 220,867 2,100,000 クラス委員総会・新年顔合わせ会補助・付属校役員会補助
積立金 積立金

名簿作成積立金 500,000 500,000 0 名簿改訂版作成のため別途積立 名簿作成積立金 500,000 500,000 名簿改訂版作成のための積立
予備費 予備費

予 備 費 124,000 40,000 84,000 法政スポーツフェア参加費仮払い 予 備 費 40,000 150,000 事業部委員会の50,000含む
小 計 4,982,000 4,313,775 668,225 小 計 4,313,775 7,700,000
次 年 度 繰 越 金 2,783,078 次 年 度 繰 越 金 2,783,078 1,813,078
合 計 7,096,853 合 計 7,096,853 9,513,078

経常支出 4,982,000 4,313,775 経常支出 4,313,775 7,700,000



4

も
あ
る
の
か
、
各
学
年
に
１
人

ず
つ
し
か
女
子
が
い
ま
せ
ん
。

た
っ
た
１
人
で
部
活
動
に
入
る

と
い
う
こ
と
は
勇
気
の
い
る
こ

と
な
の
で
、
１
人
集
め
る
の
に

も
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
生
懸
命
活
動
を

続
け
た
結
果
、
秋
に
行
わ
れ

た
三
鷹
市
市
民
駅
伝
大
会
で
は

総
合
で
３
位
と
い
う
成
績
で
メ

ダ
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
２

名
他
の
部
活
か
ら
助
っ
人
を
お

願
い
し
ま
し
た
）。
こ
の
こ
と

は
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
よ
う

で
、
学
内
で
も
少
し
ず
つ
女
子

の
生
徒
で
新
た
に
陸
上
部
に
入

ろ
う
か
考
え
て
く
れ
る
生
徒
も

出
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
度
は
、
し
っ
か

り
と
し
た
準
備
を
し
た
う
え

で
、
春
の
勧
誘
を
頑
張
り
、
全

国
高
校
駅
伝
予
選
会
に
向
け

て
、
ま
ず
５
人
き
ち
ん
と
揃
え

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

剣
道
部 

■ 

中
・
高

顧
問　

松
田　

正
弘

伊
藤　

文
郎

西
田　

美
弥

　

５
年
前
の
共
学
化
初
年
度
中

学
入
学
の
、
現
高
二
が
剣
道
部

女
子
第
一
期
生
で
す
。

　

昨
年
度
、
高
校
か
ら
本
校
に

入
学
し
た
経
験
者
２
名
と
と
も

に
高
体
連
の
大
会
に
出
場
し
、

３
人
な
が
ら
５
人
制
の
試
合
で

初
戦
を
突
破
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

現
在
、
法
政
中
学
卒
業
の
高
一

２
名
が
加
わ
り
、
５
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
段
位
は
参
段
１
名
、

弐
段
３
名
、
初
段
１
名
で
す
。

　

中
学
の
現
役
部
員
は
中
二
７

名
と
中
一
１
名
で
、
全
員
中
学

か
ら
剣
道
を
始
め
ま
し
た
。
昨

年
度
の
新
人
戦
、
今
年
度
の
春

季
、
夏
季
、
新
人
戦
と
四
回
連

続
し
て
中
体
連
の
都
大
会
進
出

を
果
た
し
、
去
る
１
月
の
第
９

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
大
会
に
お
い
て
は

準
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

中
学
剣
道
部
は
三
鷹
市
剣
道

連
盟
に
加
盟
し
て
お
り
、
三
鷹
市

の
強
化
選
手
と
し
て
校
外
の
試

合
に
出
場
す
る
部
員
も
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

■ 

中
学

顧
問　

石
沢　

直
人

高
倉　

康
弘

　

中
学
テ
ニ
ス
部
は
、
女
子
が

全
体
の
３
分
の
２
を
占
め
る
総

勢
60
名
の
巨
大
な
部
活
で
す
。

現
在
は
、
３
年
生
が
引
退
し
ま

し
た
の
で
約
40
名
で
す
が
、
毎

年
20
名
ほ
ど
の
新
入
生
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

活
動
場
所
は
、
体
育
館
屋
上

に
て
週
２
回
ほ
ど
練
習
し
て
お

り
ま
す
。
コ
ー
チ
も
多
数
登
録

し
て
い
る
た
め
毎
回
卒
業
生
の

コ
ー
チ
が
練
習
を
見
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
練
習
方
法
を

工
夫
し
て
一
生
懸
命
練
習
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

■ 

高
校

顧
問　

三
宅　
　

進

林　
　

圭
介

　

共
学
に
な
っ
て
以
来
、
軟
式

テ
ニ
ス
部
は
人
気
の
部
活
で
し

た
が
、
今
年
度
卒
業
し
た
３
年

生
の
世
代
は
、
な
ぜ
か
部
員
が

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

写
真
は
こ
の
時
期
に
頑
張
っ
て

部
活
を
続
け
て
き
た
メ
ン
バ
ー
で
、

こ
の
世
代
に
初
め
て
、
つ
い
に

女
子
の
部
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
年
生
を
20
数
名
獲

得
し
て
部
員
数
を
回
復
し
ま
し

た
。
現
在
、
男
女
の
比
率
は
ほ

ぼ
１
：
１
で
す
。

　

陸
上
競
技
部 

■ 

高
校

顧
問　

木
村　
　

越

宇
津
木
政
行

　

今
年
度
よ
り
陸
上
部
の
顧
問

に
な
り
ま
し
た
。
４
月
か
ら
部

活
の
方
針
を
刷
新
し
て
、
き
ち

ん
と
や
る
べ
き
こ
と
は
や
る
、

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や
ら
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

一
切
の
妥
協
は
し
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
伝
え
て

き
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
陸
上
と
い
う
競
技

は
自
分
の
限
界
を
超
え
る
こ

と
を
目
指
す
競
技
な
の
で
、
少

し
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ

　

２
０
１
１
年
８
月
10
日
午
後

１
時
よ
り
２
時
間
、
岩
村
同
窓

会
長
立
会
い
の
も
と
、
法
政

大
学
高
等
学
校　

飯
田
校
長
と

松
永
先
生
と
の
会
談
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
を
い
か
に

強
く
す
る
か
、
情
熱
溢
れ
る
お

話
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

元
に
時
間
い
っ
ぱ
い
、
大
い
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
校
格
を
上
げ
る
」
を
推
進
し
、
実
行
す
る

こ
と
の
大
切
さ
、
さ
ら
に
指
導
者
の
方
針
、
責
任
、
人
間
形
成
、

選
手
の
育
成
な
ど
多
岐
に
亘
る
お
話
で
し
た
。

松
永
怜
一
先
生　

大
い
に
語
る

●松
まつ

永
なが

怜
れい

一
いち

先生のプロフィール
1931（昭和6）年11月3日、福岡県北九
州市生まれ。
福岡県立八幡高校で1950年選抜高等学
校野球大会出場。法政大学でプレーし
た後、法政一高監督、堀越高監督を歴任。
1965年、母校法政大監督に就任。6年間、
12シーズンで3連覇を含む6回のリーグ
優勝。
1971年からは社会人・住友金属監督に
就任。2度の日本選手権優勝。
1984年のロサンゼルス五輪では全日本
チームの監督として公開競技の野球で
金メダルを獲得。
この年の11月には世界アマチュア野球
連盟最優秀監督賞を受賞。
その後は日本野球連盟技術指導委員長、
日本野球連盟常任理事、全日本アマチュ
ア野球連盟常任理事、JOC選手強化本
部長、全日本野球会議指導者育成委員
長などを歴任。
野球の普及発展、また技術向上に尽力、
その功績が認められ2007年野球殿堂
入り（特別表彰）。

　

２
０
１
１
年
６
月
19
日
、

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
、

元
校
長
先
生
や
付
属
校
同
窓

会
役
員
ほ
か
参
加
者
多
数
の

中
、
３
年
に
１
度
の
総
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
誉
会
長
で
あ
る
飯
田
校
長

の
ご
挨
拶
で
始
ま
り
、
法
政

大
学
か
ら
増
田
壽
男
総
長
の

ご
祝
辞
そ
し
て
校
友
連
合
会
か

ら
井
上
茂
秋
副
会
長
の
ご
祝

辞（
乾
杯
）を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
永
怜
一
先
生
に

講
演
「
指
導
者
の
義
務
と
責

任
」
を
し
て
頂
き
、
大
変
充

実
し
た
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

第
20
回
同
窓
会
総
会 

開
催
さ
れ
る

総
会
準
備
委
員
長　
　

今
西　

堯

だより
特集：
法政なでしこ
女子が頑張っている
クラブを紹介します

※本文は平成23年度中に各部顧問より寄稿されたものです。
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こ
こ
10
年
ば
か
り
の
間
の
試

合
成
績
は
、
一
高
時
代
に
一

度
関
東
大
会
個
人
戦
に
参
戦
し

た
の
が
最
も
善
戦
し
た
記
録
で

そ
の
後
は
上
位
に
は
進
出
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
み
な
和
気
あ
い

あ
い
と
、
ま
た
再
来
年
が
六
大

戦
の
当
番
校
に
あ
た
り
ま
す
の

で
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

硬
式
テ
ニ
ス
部 

■ 
高
校

顧
問　

兼
坂　

壮
一

金
川　

正
治

　

硬
式
テ
ニ
ス
部
は
女
子
を
迎

え
入
れ
て
か
ら
今
年
度
で
３
年

目
を
迎
え
ま
す
。

　

初
代
部
員
が
あ
と
一
歩
で
届

か
な
か
っ
た
東
京
都
団
体
戦

ベ
ス
ト
32
を
今
年
度
の
春
の
大

会
で
２
代
目
部
員
達
が
勝
ち
取

り
、
来
年
度
は
３
代
目
、
４
代

目
の
部
員
達
で
、
ベ
ス
ト
16
を

目
指
し
て
日
々
の
練
習
に
勤
し

ん
で
い
る
毎
日
で
す
。

　

現
在
女
子
部
員
は
、
２
年
生

が
６
人
、
１
年
生
が
10
人
の
合

計
16
人
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

自
分
達
で
練
習
方
法
な
ど
も
工

夫
し
て
、
少
な
い
コ
ー
ト
練
習

を
カ
バ
ー
す
る
べ
く
合
理
的
な

練
習
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
一
球
」
の
精
神
の
元
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
う
姿
勢

や
、
目
配
り
気
配
り
を
大
切
に
し

て
、
テ
ニ
ス
の
み
な
ら
ず
、
テ
ニ

ス
を
通
し
て
人
間
的
に
も
成
長
で

き
る
よ
う
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
応
援
の
程
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　
　

ボ
ー
ル
部 

■ 

中
学

顧
問　

豊
田　

雄
大

藤
山　

弘
幸

部
員
：
３
年
６
人			

２
年
11
人

　
　
　

１
年
12
人

部
長
：
大
石
彩
楽
（
２
年
）

顧
問
：
藤
山
弘
幸
・
豊
田
雄
大

　

Ｈ　

法
政
女
バ
ス
は
礼
に

　
　
　

始
ま
り
礼
に
終
わ
る

　

Ｏ　

行
い
に
責
任
を
持
て

　

Ｓ　

全
て
に
お
い
て

　
　
　

全
力
を
尽
く
せ

　

Ｅ　

笑
顔
を
絶
や
す
な

　

Ｉ　

い
ば
ら
の
道
を
も

　
　
　

突
き
進
め

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
一
つ
で
も
多

く
試
合
に
勝
て
る
よ
う
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　
　

ボ
ー
ル
部 

■ 

高
校

顧
問　

坂
田　

史
明

曽
田　

悦
代

　

高
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
は
月
火
木
土
日
の
週
５

日
間
、
主
に
体
育
館
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
生
が
引
退
し
、
新
チ
ー

ム
と
な
り
、
チ
ー
ム
の
目
標

を
“
３
部
昇
格
”
と
決
め
、
全

員
で
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
ま

す
。
練
習
は
厳
し
い
で
す
が
、

勝
つ
た
め
の
過
程
を
大
事
に

し
て
、
刺
激
し
あ
い
な
が
ら
プ

レ
ー
し
て
い
ま
す
。
３
年
生
は

引
退
後
も
合
宿
や
練
習
に
顔
を

出
し
て
く
れ
ま
す
。
部
員
同
士

の
仲
も
良
く
明
る
い
で
す
。

　

９
月
の
新
人
戦
で
は
、
１
回

戦
、
２
回
戦
、
３
回
戦
ま
で
進

み
２
部
の
チ
ー
ム
と
戦
い
、
健

闘
し
ま
し
た
。
そ
の
日
に
は
Ｏ

Ｂ
の
方
々
に
も
会
場
で
、
声
援

を
い
た
だ
き
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
の
成
長
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
　
　
　

 

■ 

中
学

顧
問　

松
崎　

彩
子

　

今
年
度
は
部
員
数
が
１
年
生

か
ら
３
年
生
で
51
名
と
い
う
大

所
帯
と
な
り
、
ま
す
ま
す
活
気

が
出
て
日
々
の
練
習
に
も
力
が

入
り
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
も
そ

う
で
す
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
者

に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る

礼
義
や
ル
ー
ル
に
お
い
て
も
き

ち
ん
と
身
に
つ
け
普
段
の
生
活

で
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

明
る
く
楽
し
く
自
分
に
厳
し

く
！！　

皆
で
都
大
会
を
目
指
し

頑
張
り
ま
す
。

　

９
ブ
ロ
ッ
ク
夏
季
大
会

　
　
　

…
ベ
ス
ト
８

　

９
ブ
ロ
ッ
ク
新
人
大
会

　
　
　

…
ベ
ス
ト
16

　

９
ブ
ロ
ッ
ク
私
学
大
会

　
　

…
２
位

　

９
ブ
ロ
ッ
ク
冬
季
大
会

　
　

…
予
選
敗
退

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
　
　
　

 

■ 

高
校

顧
問　

松
尾　

明
子

　

日
々
の
練
習
の
中
で
、
ひ
と

つ
の
ボ
ー
ル
を
み
ん
な
で
つ
な

ぎ
、
真
剣
に
取
り
く
む
こ
と
で

得
ら
れ
る
喜
び
や
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
わ
ず
に
試

合
に
出
ら
れ
な
い
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
部
員
が
20

名
に
な
り
、
毎
日
の
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

夏
の
私
学
大
会
で
は
東
京
私

学
の
ベ
ス
ト
32
、
秋
の
新
人
戦

で
は
念
願
の
Ⅰ
部
大
会
へ
の
出

場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

も
見
つ
か
り
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
課
題
の
克
服
と
、
さ
ら

に
「
楽
し
い
」
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
行
う
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

　

弓
道
部 

■ 

高
校

顧
問　

牛
田　

守
彦

米
山　

宏
史

　

弓
道
部
は
、
１
９
６
１
（
昭

和
36
）
年
の
創
部
で
、
昨
年
50

周
年
を
迎
え
た
「
老
舗
」
で
あ

る
。
こ
の
３
月
に
は
記
念
の
会

を
開
催
し
、
大
い
に
旧
交
を
あ

た
た
め
た
。

　

２
０
０
７
年
以
前
は
弓
道
場

も
な
く
、
少
数
精
鋭
（
？
）
で

目
立
た
ぬ
存
在
だ
っ
た
が
、
こ

こ
数
年
で
、
各
学
年
10
名
以
上

を
女
子
部
員
が
占
め
る
状
況
と

な
っ
て
き
た
。
大
き
な
変
化
で

あ
る
。

　

体
育
館
西
側
の
、
グ
ラ
ン
ド
・

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の
階
段
を
下

り
て
行
っ
た
所
に
弓
道
場
が
あ

る
。
木
曜
と
日
曜
を
除
き
、
こ

こ
で
活
動
し
て
い
る
。
夏
暑
く
、

冬
寒
い
屋
外
で
の
「
鍛
練
」
で

あ
る
。

　

冬
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
着

物
を
ま
と
っ
て
、
寒
さ
を
し
の

い
で
い
る
が
、
射
場
で
は
、
タ

ス
キ
を
絞
め
、
華
や
か
さ
の
中

に
も
凛
々

し
さ
を
感

じ
て
い
た

だ
け
る
と

思
う
。
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上
位
大
会
を
目
指
し
て
、
今
年

も
全
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
水
泳
が
苦
手
だ
っ

た
り
、
水
泳
が
好
き
だ
っ
た
り

色
ん
な
人
が
い
ま
す
が
、「
水

泳
部
」
が
好
き
な
の
は
皆
同
じ

思
い
で
す
。

　

選
ば
れ
た
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手

中
心
の
チ
ー
ム
で
は
な
く
、
全

員
が
選
手
で
す
。
全
員
で
泳
ぎ
、

大
会
に
出
て
、
全
員
で
感
動
や

悔
し
さ
を
分
か
ち
合
い
ま
す
。

　

水
泳
は
、
個
人
競
技
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
仲
間
が
と
て
も
重

要
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
仲
間
と
一
緒
に
泳
ぐ
か
ら
、

つ
ら
く
て
も
乗
り
越
え
ら
れ

る
。
仲
間
と
悔
し
泣
き
し
た
り

嬉
し
泣
き
し
た
り
す
る
か
ら
こ

そ
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
練
習
だ
け
で
な
く

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
部
員
同
士

み
ん
な
仲
良
し
で
す
。
中
高
共

に
先
輩
た
ち
は
み
ん
な
と
て
も

面
白
く
て
楽
し
い
人
た
ち
ば
か

り
で
す
。
練
習
も
厳
し
い
け
ど

頑
張
れ
ば
速
く
な
る
の
で
、
と

て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

　
　
　
　
　
　
　

 

■ 
高
校

顧
問　

山
下　

絢
子

　

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

H
U
RRICA

N
ES

は
今
年
度
で

創
立
５
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

創
立
当
初
は
６
人
で
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
現
在
は
部
員
31
名

で
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

先
輩
達
の
努
力
が
実
り
、
全

国
大
会
フ
ラ
イ
デ
ー
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
２
年
連
続
出
場
す
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
全

国
大
会
準
決
勝
出
場
を
目
指
し

て
毎
日
厳
し
く
、
そ
し
て
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
目
標
は
「
執
着
」「
美

し
く
」「
強
さ
」で
す
。
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
と
い
う
の
は
見
た
目

華
や
か
に
見
え
ま
す
が
、「
体

力
」「
心
」
が
健
康
で
な
け
れ

ば
人
を
元
気
に
さ
せ
る
演
技
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
自
分
達
が
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と

を
忘
れ
ず
、「
感
動
」
を
伝
え

る
こ
と
の
で
き
る
演
技
を
し
て

H
U
RRICA

N
ES

の
風
を
吹
か

せ
ま
す
。

　

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部 

■ 

中
・
高

顧
問　

小
林　

秀
年

上
山　

達
典

小
林　

素
衛

　

今
年
度
の
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部

は
中
高
あ
わ
せ

て
72
名
と
な

り
、
東
京
都
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
銅
賞
を
獲

得
、
東
京
都
中

学
校
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
銅
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
力
強
さ
と
、
や

さ
し
さ
を
兼
ね
備
え
た
、
我
々

に
し
か
で
き
な
い
「
法
政
サ
ウ

ン
ド
」
を
作
り
あ
げ
る
た
め
に
、

部
員
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

　

音
楽
部 

■ 

高
校

顧
問　

小
出　
　

伸

小
山　

志
門

　

昨
年
８
月
23
日
に
日
本
工

学
院
八
王
子
専
門
学
校
片
柳

記
念
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
第

１
回
高
等
学
校
軽
音
楽
コ
ン

テ
ス
ト
関
東
大
会
に
お
い
て
、

「CLU
M
SY

」〈
メ
ン
バ
ー
金

子
慧
（
Vo
）
田
部
来
人
（
Gt
）

宮
田
純
平
（
Dr
）
芳
澤
僚
（
Ba
）〉

が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
240
、東
京
116
、そ
の
他

周
辺
の
県
よ
り
65
バ
ン
ド
、計
421

バ
ン
ド
か
ら
勝
ち
抜
い
た
20
バ

ン
ド
で
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
年
連
続
で
出
場
し
た
女
子

バ
ン
ド
「
ち
ゅ
き
か
ま
た
に
ぃ
」

は
残
念
な
が

ら
選
か
ら
も

れ
ま
し
た

が
、
審
査
員

か
ら
高
い
評

価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
Ｏ

Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
、
保
護
者
の
皆
様
、

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て
の

方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

も
音
楽
部
へ
の
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　

演
劇
部 

■ 

中
・
高

顧
問　

池
田　

英
志

松
村　

香
奈

　

演
劇
部
は
現
在
、
高
校
生
３

名
、
中
学
生
９
名
の
計
12
名

の
部
員
が
お
り
、
そ
の
う
ち
11

名
が
女
子
で
す
。
本
校
に
初
め

　

水
泳
部 

■ 

中
・
高

顧
問　

森
岡　

淳
一

小
川　

太
朗

備
前　

あ
や

　

水
泳
部
は
中
学
と
高
校
の
水

泳
部
が
合
同
で
活
動
を
し
て
い

る
た
め
、
合
わ
せ
て
40
名
近
く

の
部
員
数
と
な
り
ま
す
。

　

今
現
在
、
高
校
は
２
学
年
男

子
６
名
、
女
子
２
名
・
１
年
生

男
子
９
名
、
女
子
６
名
の
合
計

23
名
。
中
学
は
２
年
男
子
９
名
、

女
子
２
名
・
１
年
男
子
２
名
、

女
子
２
名
の
合
計
15
名
の
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
ク
ラ
ブ
で
す
。
今

年
度
の
高
校
の
部
長
は
初
の
女

子
部
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、

学
校
に
温
水
プ
ー
ル
が
な
い
た

め
、
冬
は
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

等
で
の
自
主
練
習
お
よ
び
陸
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
中
心
で
す
。

夏
に
な
る
と
屋
外
プ
ー
ル
を

使
っ
て
中
高
で
の
合
同
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
水
泳
部
の
主
な
特
徴
と

し
て
は
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良

さ
」
が
自
慢
で
す
。
中
高
共
に

　

ス
キ
ー
部 

■ 

中
・
高

顧
問　

小
林　

邦
久

笹
岡　
　

聡

梅
田
有
希
子

　

ス
キ
ー
部
は
、
２
０
０
７
年

度
よ
り
中
学
女
子
部
員
が
入

り
、
益
々
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
実
績
は
、
ア

ル
ペ
ン
競
技
で
関
東
大
会
に
６

名
出
場
、
東
京
都
高
校
ス
キ
ー

大
会
選
考
会
で
学
校
対
抗
３

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
競
技
で
は
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
４
名
出
場
、
そ
の
う
ち

２
名
が
国
体
と
高
校
選
抜
に
出

場
、
他
の
２
名
も
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
高
校
に
も
女
子
部
員

が
１
名
入
り
、
今
後
女
子
の
活

躍
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
合
宿
中
に
バ
ッ
ジ

テ
ス
ト
（
Ｓ
Ａ
Ｊ
級
別
テ
ス
ト
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

顧
問
も
含
め
て
１
級
取
得
者
５

名
、
２
級
取
得
者
15
名
、
３
級

取
得
者
14
名
で
す
。

　

４
月
に
は
、
新
入
部
員
を
迎

え
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご

声
援
お
願
い
し
ま
す
。



7

◆
専
任
教
員
退
任
者

（
２
０
１
２
年
３
月
）

　

森
田　

勉
（
理　

科
）

　

曽
田
悦
代
（
英
語
科
）

◆
専
任
教
員
新
任
者

（
２
０
１
２
年
４
月
）

　

伊
賀
章
子
（
英
語
科
）

　

川
島
健
治
（
理　

科
）

◆
専
任
職
員
異
動

（
２
０
１
２
年
４
月
）

　

柿
沼
直
子

　

学
務
部
学
部
事
務
課

　
（
経
営
学
部
）
へ
転
出

　

鍋
田
純
子

　

多
摩
事
務
部
社
会
学
部

　

事
務
課
よ
り
着
任

教
職
員
人
事
異
動

て
女
子
が
入
学
し
た
２
０
０
７

年
度
よ
り
、
い
っ
そ
う
活
発
に

な
っ
た
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

今
年
度
よ
り
新
た
に
東
京
都

高
等
学
校
演
劇
連
盟
に
加
盟

し
、
10
月
２
日
に
は
東
京
都
高

校
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
、

初
出
場
に
し
て
見
事
「
奨
励
賞
」

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
脚
本
は

５
年
６
組
の
本
橋
佳
奈
さ
ん
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
「
三
者
面
談
」
で
、

大
道
具
の
製
作
や
照
明
・
音
響

な
ど
も
す
べ
て
部
員
自
ら
で
行

い
ま
し
た
。

　

文
化
祭
で
は
３
年
４
組
の
三

村
春
風
さ
ん
脚
本
の「H

A
PPY

	
EN
D

」
を
上
演
し
、
好
評
を
博

し
ま
し
た
。
夏
に
は
八
王
子
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
２
泊
３
日
の

合
宿
を
、
３
月
に
は
恒
例
の
定

期
公
演
を
本
校
で
行
う
な
ど
、

今
年
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

茶
道
部 

■ 

高
校

顧
問　

篠
崎　

裕
子

　

茶
道
部
で
は
、
中
学
生
19
名

高
校
生
17
名
（
う
ち
男
子
１
名
）

が
中
村
す
み
子
茶
道
教
授
の
ご

指
導
の
も
と
、
中
高
そ
れ
ぞ
れ

週
１
回
の
お
稽
古
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

１
年
生
は
袱
紗
裁
き
か
ら
始

め
、
１
年
生
の
終
わ
り
に
は
お

手
前
を
一
通
り
経
験
し
ま
す
。

３
年
生
で
卒
業
す
る
時
に
は
お

免
状
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

毎
回
の
お
稽
古
で
は
、
季
節

ご
と
の
お
花
や
掛
け
軸
に
ま
つ

わ
る
お
話
先
生
か
ら
を
伺
い
、

ご
近
所
の
末
廣
屋
喜
一
郎
さ
ん

の
茶
菓
と
お
抹
茶
を
い
た
だ
き

ま
す
。

　

文
化
祭
で
は
、
高
校
生
が
自

分
で
着
付
け
た
浴
衣
を
着
て
お

茶
会
を
催
し
ま
す
。

　

美
し
い
和
室
で
、
お
手
前
と

お
も
て
な
し
の
心
を
和
気
あ
い

あ
い
と
学
ぶ
日
々
で
す
。

　

華
道
部 

■ 

高
校

顧
問　

堀
江　

美
代

　

月
に
２
回
、
池
坊
の
渡
辺
先

生
の
ご
指
導
の
も
と
、
生
け
花

は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト

も
練
習
し
て

お
り
ま
す
。

　

同
じ
花
を

つ
か
っ
て
も
、

生
徒
の
個
性

に
よ
っ
て
作

品
も
大
き
く
変
わ
り
、
一
つ
一

つ
の
作
品
世
界
を
鑑
賞
す
る
こ

と
が
、
顧
問
に
と
っ
て
も
大
き

な
楽
し
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
お
稽
古
の
他
に
、

学
校
説
明
会
の
部
活
動
紹
介
や

文
化
祭
で
は
、
ミ
ニ
講
習
会
を

開
き
、
多
く
の
方
が
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
文
化
祭
に
は
、
ぜ
ひ
、

華
道
部
展
示
会
に
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い

し
た
し
ま
す
。

　

美
術
部 

■ 

高
校

顧
問　

佐
々
木
常
昭

　

油
絵
と
デ
ッ
サ
ン
を
中
心
に

週
３
日
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
デ
ッ
サ
ン
は
美
術
の
基
礎

と
な
る
も
の
な
の
で
、
ど
の
生

徒
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
祭
で
の
美
術
部
展
示
・

冬
の
東
京
都
私
立
学
校
展
を
視

野
に
入
れ
、
生
徒
が
目
標
を
持

ち
油
絵
制
作
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

放
送
会 

■ 

中
・
高

顧
問　

石
川　

秀
和

　

放
送
会
は
主
に
週
２
回
、
高

校
生
と
中
学
生
に
分
か
れ
て
お

昼
の
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

校
内
に
箱
を
複
数
設
置
し
て
リ
ク

エ
ス
ト
を
募
り
、
そ
の
中
か
ら
部

員
が
選
ん
で
流
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
最
近
は

下
校
を
促
す
下

校
放
送
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
は
我
々
法
政
一
高

12
期
６
組
が
昭
和
35
年
に
卒
業

後
、
丁
度
50
年
を
迎
え
ま
し
た
。

当
時
在
学
３
年
間
、
我
々
悪
童

達
を
懸
命
に
勉
学
の
道
に
導
い

て
頂
い
た
担
任
の
由
井
龍
三
先

生
は
高
齢
な
が
ら
、
お
元
気
で

今
も
第
一
線
で
執
筆
活
動
を
中

心
に
ご
活
躍
中
と
の
事
で
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
卒
50
周
年
の
節
目
に
何

と
か
ク
ラ
ス
会
を
開
こ
う
と
の

意
図
で
松
浦
敏
春
君
と
私
が
幹

事
と
な
り
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

先
ず
ク
ラ
ス
53
名
の
名
簿
・
住

所
の
確
認
よ
り
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
改
称
・
法
政
大
学

高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局
の
田

村
様
、
二
十
数
年
前
に
行
っ
た

ク
ラ
ス
会
の
責
任
者
で
あ
る
杉
村

勝
弘
君
な
ど
の
協
力
の
下
、
解

る
限
り
名
簿
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

案
内
状
を
48
名
に
発
送
、
出

席
：
26
名　

欠
席
：
14
名　

住

所
誤
り
：
５
名
で
し
た
。

　

欠
席
の
方
に
は
、
地
方
に
移

住
す
る
方
、
病
気
療
養
中
の
方

な
ど
も
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
出
席
者
26
名
と
は
当

初
の
私
の
予
想
を
か
る
か
に
超

え
る
大
人
数
で
し
た
。

　

平
成
22
年
11
月
19
日
の
当
日
、

場
所
は
吉
祥
寺
聘
珍
樓
、
由
井

先
生
は
颯
爽
と
登
場
、
26
名
は

皆
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

お
互
い
に
50
年
ぶ
り
に
会
っ

た
方
も
数
多
く
、
名
前
と
顔
を

確
認
し
た
瞬
間
、
も
う
昔
の
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
に
戻
り
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
打
ち
解
け
る
様
子

は
、
法
政
一
高
で
３
年
間
共
に

学
び
遊
ん
だ
意
義
が
あ
っ
た
事

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

先
生
の
ご
挨
拶
に
始
ま
り
、

出
席
者
が
思
い
を
込
め
て
各
々

ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
変
化
に
富
ん
だ
50
年
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
き
、
真
摯
に
そ
し
て
誠

実
に
、
仕
事
・
家
庭
・
社
会
に

向
き
合
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

２
時
間
半
の
ク
ラ
ス
会
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

先
生
よ
り
出
席
者
全
員
に
著
書

を
進
呈
戴
き
ま
し
た
。
我
々
は

今
古
希
、
ま
だ
先
は
長
い
。
こ

れ
か
ら
の
お
互
い
の
健
康
と
幸

運
を
祈
っ
て
散
会
と
な
り
ま
し

た
。
い
つ
の
日
か
又
の
ク
ラ
ス

会
で
の
再
会
を
念
じ
て
。

卒
業
50
周
年
の
ク
ラ
ス
会

高
12
期 　

中
谷　

宣
英



8

　

歩
み
出
す
入
学
式

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
４
月
６
日︵
金
︶

　

感
動
の
卒
業
式

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
３
月
１
日︵
木
︶

　
　

会
費
納
入
の
お
願
い

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
同
窓
会
活
動
と
母
校
の
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
唯
一
の
手
段
と
し
て
、
毎
年
「
同
窓
会

報
」
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。
約
一
万
三
千
部
の
発

行
で
す
。

　

決
算
書
で
ご
報
告
し
て
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
か
な
り

の
金
額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
発
送
費
が

四
分
の
三
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
会
計
は
、
新
卒
業
生
の
入
会
金
と
年
会
費
、

そ
れ
と
会
員
皆
様
の
年
会
費
三
千
円
の
お
振
込
み
が
、

主
要
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

財
務
状
況
が
厳
し
い
な
が
ら
も
、
同
窓
会
の
使
命
と

し
て
、
会
報
を
休
刊
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
将
来

的
に
は
、
年
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
方
の
み
に
発
送

す
る
と
い
う
議
論
も
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
全
同
窓
生
の
た
め
に
も
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

会
報
が
お
手
元
に
届
き
次
第
「
会
費
納
入
」
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
会
費
納
入
者
の
一
覧
を
同
封
致
し
ま
し
た
の
で
、
ご

覧
下
さ
い
）

財
務
担
当
副
会
長　

相
川
　
欣
運

２
０
１
１
年
度
卒
業
式
表
彰
者

 

●
学
年
優
等
賞

６
ー
３　

堀
江　

峻

 

●
認
定
海
外
留
学
奨
学
金

６
ー
３　

堀
江　

峻

物
故
者

（
旧
職
員
）

　
　

小
川
純
一
郎
先
生

　
　
　
　
　
　

 

（
元
校
長
・
数
学
）

　
　

遠
山　

親
雄
先
生
（
国
語
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

昨
年
は
と
て
も
忙
し
く
大
変

な
一
年
で
し
た
。
会
報
36
号
の

発
行
を
終
え
る
と
直
ぐ
に
同
窓
会

名
簿
の
制
作
が
始
ま
り
、
少
な
い

ス
タ
ッ
フ
な
が
ら
も
11
月
26
日
に

「
鑑
２
０
１
１
」を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
同
窓
会
事
務
局

で
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。（
送
料

込
み
１
，
５
０
０
円
）

　

前
36
号
ま
で
の
会
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、６
号
〜
11
号

ま
で
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
お
持

ち
の
方
は
、
同
窓
会
事
務
局
に
ご

連
絡
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

今
号
の
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
だ
よ
り
は
、

「
法
政
な
で
し
こ
」と
銘
打
ち
、
共

学
以
来
女
子
の
参
加
に
よ
り
活
性

化
し
た
ク
ラ
ブ
を
特
集
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
男
子
部
員
だ
け
の

ク
ラ
ブ
も
、
活
躍
を
期
待
し
応
援

し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
と
ク
ラ
ブ
委
員
の
協
力

体
制
も
よ
り
強
く
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
卒
業
生
の
多
大
な
る

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
長　
　

今
泉 

直
樹　

高
19
期

広
報
副
委
員
長　

大
貫 

光
伸　

高
32
期

写
真
撮
影　
　
　

猪
瀬 

昌
哉　

高
８
期

1 冊 1,500円（送料込）

購入ご希望の方は同窓会事務局
までご連絡ください。

*** 2011年度新卒クラス委員名（高64期）***

　

平
成
24
年
度
法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会
ク
ラ
ス

委
員
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

是
非
ご
出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

期　

日　
　

平
成
24
年
６
月
16
日
（
土
）

時　

間　
　

午
後
２
時　
　
　

受
付
開
始

　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分　

開
会

会　

場　
　

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校

　
　
　
　
　

多
目
的
室 
Ａ
・
Ｂ

会　

費　
　

２
，
０
０
０
円

議　

題　
　

平
成
23
年
度
事
業
報
告
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な
お
、
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
出
欠

の
予
定
を
５
月
末
日
ま
で
に
事
務
局
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

担
当
：
総
務
委
員
長 　

萩
原　

光
博

 

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
よ
り

 

同
窓
会
へ
の
お
礼
状
が
３
月
末
に
届
き

 

ま
し
た
。

拝
啓　

桜
の
開
花
が
待
ち
遠
し
い
こ
の
頃

で
す
が
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
御
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会
の
定
期
演
奏
会
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様

に
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
現
役
生
の
励
み

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
は
過
分
な
お
祝
い
を
頂
戴
い
た
し

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
た
だ

き
ま
し
た
お
祝
い
は
、
現
役
生
の
支
援
と
、
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
会
の
運
営
に
遣
わ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
何
か
と
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
も
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　

敬
具

同窓会名簿
「鑑2011」発刊

　

満
開
の
桜
の
校
門
を
、
新
中
学
生
が
午
前
に
、
新
高
校
生

が
午
後
に
潜
り
、
そ
れ
ぞ
れ
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
の
事
で
す
が
、
中
学
１
年
生
は
か
わ
い
い
で
す
ね
。

一
月
前
ま
で
小
学
生
だ
っ
た
子
供
た
ち
。
新
鮮
で
す
。

　

高
校
１
年
生
は
４
ク
ラ
ス
の
人
数
が
中
学
か
ら
の
持
ち
上

が
り
で
賑
や
か
で
す
。
担
任
紹
介
は
大
変
に
盛
り
上
が
り
、

式
典
後
に
桜
の
下
で
ク
ラ
ス
別
に

記
念
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。

　

飯
田
校
長
先
生
の
式
辞
。
法
政
大
学
社
会
学
部
教
授
の

金
原
瑞
人
先
生
か
ら
の
祝
辞
。
卒
業
証
書
授
与
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
祝
辞
。
記
念
品
贈
呈
。
同
窓
会
会
長
祝
辞
。

卒
業
者
表
彰
。
在
校
生
送
辞
。
卒
業
生
答
辞
。
校
歌
斉
唱
。

つ
つ
が
な
く
感
動
の
式
典

で
し
た
。

ク
ラ
ス
委
員
総
会
の
ご
案
内

■ 

編
集
後
記 

■

1 組：橘和いづみ ・ 上村 昂弘　　4 組： 荻野 美佑 ・ 舩田 隼佑
2 組：杉山 朋佳 ・ 安田 燎平　　5 組：高柳 勇斗 ・ 宮本 廣樹
3 組：田中 侑大 ・ 星谷孝太朗　　6 組：島﨑 俊希 ・ 宮田 純平




